
 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ああななたたもも「「意意見見広広告告」」ににごご賛賛同同くくだだささいい  
 

◆ 安倍政権は昨秋、憲法違反の安保法制（戦争法）を強行採決しました。戦後７０年におよぶ

非戦の歴史と、憲法の平和主義・立憲主義・民主主義を一内閣の独善的な判断で覆したのです。 

  このことは、日本を再び戦争をする国へと導くもので、このような政治が許されるならば、

日本は無法国家のもと、戦争への道を突き進むことになりかねません。 

◆ 今国会では、安倍首相が憲法９条２項を改定して「国防軍」を設置することを言明し、改憲

勢力が突破口と位置づける「緊急事態条項」を創設しようとするなど、首相任期中の「明文改

憲」への積極姿勢や画策が目立ち、強い危機感を抱かせます。 

◆ これに対して九条の会が緊急記者会見を行うとともに、各地・各分野で憲法会議や共同セン

ター、総がかり行動実行委員会などが「２０００万人統一署名」を広げ、戦争法廃止、憲法を

守り生かせとうったえています。 

  また、憲法学者をはじめとする学者・弁護士・文化人など多くの知識人が、学生・若者・マ

マの会など市民と一体となり、戦争法の違法性を告発し参議院選挙での野党共闘をよびかける

など、政治を国民の手に取り戻すべく運動の高揚を作り出しています。 
 

今年は「伊豆新聞」と「朝日新聞」に。全面広告でアピールしよう！ 

１０００人を目標に、１人でも多くの方のご賛同を！ 
  
このような中でさらに世論を広げるため、５月３日の憲法記念日に 

あわせ今年も意見広告を出します。一つは伊東独自で「伊豆新聞」に 

もう一つは静岡県下の九条の会の仲間と一緒に「朝日新聞」に、いず 

れも全面広告で掲載することを目標にします。その成功のためには、 

１０００人の賛同を得ることが必要です。 
 

つきましては、多くの方々が賛同下さるよう倍旧のご協力をお願いいたします。募金は、 

【１口５００円】からお願いします。添付の封筒の表面にお名前等を記入していただき、 

募金を封入ください。なお、賛同してくださった方々のお名前を紙面に入れたいと思い 

ますので、その可否も封筒にご記入ください。 

お手数ですが、４月２５日まで（ただし朝日新聞への登載は１５日まで）に、事務局か 

世話人・よびかけ人へお届けくださいますようお願いいたします。 

ご連絡下さればいただきに上がることもできます。 

戦争 
しない 
たしかな 
約束 

九条・守る会通信 《No,59》 2016,3,22 
【憲法九条を守る伊東市民の会】 

  

〒414-0046 伊東市大原２-1-1 伊東地域労連 
事務局付 Tel,37-9134 Fax,37-1347 

 

裏につづく⇒ 

   九条の会・代表世話人の渡辺秀夫さんが、１月３１日病気のため、お亡くなりになりました。

８２歳でした。九条の会・伊東の設立から今日まで、平和憲法を守る運動の先頭に立って

奮闘されました。謹んでご冥福をお祈りします。 
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―「戦争法を廃止、九条改悪を阻止するために」― 

高田健さんの講演と交流のつどいにご参加を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高田健さんは、総がかり行動実行委員会の中心メンバーのお一人です。昨年の戦争法廃案運動で 

は、数次にわたる国会包囲行動を企画・実行されました。現在は、戦争法廃止に向けた野党共闘を

市民運動の側から後押しされています。実践家の立場から縦横に語っていただけるものと思いま

す。まずは学びあい、伊東での協力・共同をさらに広げましょう。是非お出かけください。 

４月３日(日)午後２時～４時３０分 

八幡野コミュニティーセンター 
参加費 ５００円 

※できるだけ事前に参加券をお求めください。九条の会事務局へ連絡を。 

伊東では１２０００筆目標！！ 
 

 

戦争法施行日である３月２９日を前に、 

全国各地で連日、戦争法の施行に抗議し、 

廃止を求める行動が取り組まれています。 

伊東でも昨年の強行採決日の９月１９日 

以降、毎月１９日には、「戦争させない・ 

９条壊すな！総がかり行動伊東連絡会」 

の呼びかけのもと、戦争法廃止とさらな 

る野党共闘の前進のために、市観光会館前や伊豆高原マックスバリュー前などで、プラカードな

どを持ったり、ハンドマイクで声に出してスタンディング宣伝が行われています。 

国会がつくり出した悪法は国会で廃止しなければなりません。２月１９日に民主党・日本共産

党・維新の党・生活の党・社民党の５野党が戦争法廃止法案を共同提出し、今後の選挙協力で合

意するなど、夏の参院選に向け展望が開きつつあります。戦争法廃止、格差解消のための野党共

闘をいっそう進めるためにも、「２０００万人署名」は重要な意味を持ちます。この要求で一致す

る市内の「組織力」を生かして、個人の方々の「草の根力」も信じて、なんとしても全国で 2000

万人、伊東で１２０００筆以上を集めきりましょう。 

 
 
 

そのためにも、下記の４月３日の「平和と人権」市民ネットワーク主催の『高田健さんの講演

と交流のつどい』で各地の運動を交流し、それぞれの職場・地域での取り組みをさらに大きく広

げる跳躍台にしましょう。 

ご本人や家族の署名がお済でしたら、友人・知人などさらに広げてください。集まりましたら４/２５まで

に事務局か世話人までお届けくださいますようお願いします。 

【プロフィール】１９４４年福島県郡山市生まれ、９９年「許すな！憲法改悪・
市民連絡会」結成、０４年「九条の会」結成に際して事務局員、１１年「さよ

うなら原発１０００万人アクション実行委員会」事務局に参加、１４年「戦争

をさせない１０００人委員会」結成に際し事務局次長、１４年１２月「戦争さ

せない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会」結成に参加、１５年１２月「安

保法制廃止と立憲政治回復のための市民連合（略称：市民連合）」運営委員 

(車の方は＋１００円/台) 

写真は8/30行動 


